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秋田県におけるスルホニルウレア系除草剤の抵抗性雑草の発生状況
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1 は じ め に

スルホニルウレア系除草剤 (以下 SU剤)を連用した圃

場で雑草が残草し問題となっている。SU剤抵抗性雑草の

発生状況を確認するため,残草した代表的な草種について

SU剤抵抗性を検討した。

2試 験 方 法

(1)ポ ット検定

1)対象草種 :コ ナギ
2)供試雑草種子源 :」 町から採取したSU抵抗性雑

草の発生が疑われる圃場の表層

土壌

3)試験薬剤 :ピラゾスルフロンエチル4)3%

4)薬剤処理量 (成分量/ピ):a 1/2倍量 (4 5mg

/ピ),b 標準量 (90嘘/♂),c 4倍量 (36mg/め ,d
8倍量 (72og/髯),e 16倍量 (144鴫/r),各 2反復
5)培養法と処理時期 :5× 10‐ aワ グネルポットに

育苗培土を入れ,その上に採取圃場の表土を3m程度入れ

る。湛水状態にしガラス室で培養した。コナギの葉齢が10

L時に除草剤を処理した。

12)迅速検定法 2)

1)対象草種 :ア メリカアゼナ

2)供試雑草検体 :SU抵抗性雑草の発生が疑われる

H町,Y町 ,I町,K町 ,U町 ,YU町圃場の残草個体の

若い葉を採取。

3)試験薬剤 :チ フェンスルフロンエチル水和剤
4)薬剤処理濃度 :a 除草剤無処理,b 100ng/ml,
c 10ng/ml,各 2反復

3)シ ャーレによる検定
1)対象草種 :イ ヌホタルイ
2)土壌採取地 :H市 , I町。
3)種子採取地 :0村 ,H市。イヌホタルイの感受性

種子としてKM町。
4)試験薬剤 :ピ ラゾスルフロンエチル03%
5)薬剤処理量 (成分量/nf)la 無処理,b 1/2
倍量 (4 5mg/壼 ),c標準量 (90m8/ぱ ),各 2反復
6)処理時期 :湛水 1日後
7)栽培法 :土壌試験 (9¨ シヤーレに採取圃場の表

土を充填し,バ ットに並べ 7～ 8 cmの 湛水状態にした)。

種子試験 (育苗培土に種子を20粒播種し覆土約 3～ 5 mm)。

いずれも人工気象室 (気温30℃ ,湿度70%,日 照時間12

時間)にて30日間栽培。

3 試験結果及び考察

0)ポ ット検定
ボット検定は,除草剤処理後20日後に調査を行った。 ビ

ラゾスルフロンエチル1/2倍量では生育が阻害されず,無

処理と同等の生育を示した。標準量では発生密度が少なかっ

たが残草個体の生育は無処理並で薬剤による生育阻害は認

められなかった。 4,8,16倍量では,調査時点でコナギ

の発生はみられなかった (表 1)。

表 1 ヨナギSU剤抵抗性ボット検定結果

1/2倍量  標準量  4倍量  8倍量  16倍量
45略/ピ  90略 /ご   86埓/d  72電 /ピ  144略 /nf

注 無処理区と同等の生育量◎,調査後に発生△,未発生×
除草剤処理後20日後調査

●)迅速検定法の

H町,Y町,1町,K町 ,U町 ,YU町 において10ng/

mlで無処理 (プ ランク)と 同等の発色が認められ,ア メリ

カアゼナが県内広域に SU抵抗性であることを確認した

(表 2)。

表 2 アメリカアゼナ迅速検定法結果

O  X

6)シ ャーレによる検定
シャーレ検定は除草剤処理30日後に調査を行った。

土壌試験では,H市 , I町の材料で試験を行った。各処

理区でイヌホタルイの発生を確認した。発生したイヌホタ

ルイについて地上部,地下部,葉齢について調査を行った

結果,除草剤による生育抑制がみられず SU抵抗性雑草と

判断した。

種子試験では,1999産は0村,H市の2カ所の材料につ
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いて検定を行った。その結果,1999産 0村 ,H市各処理に

おいて抵抗性を確認した。発生したイヌホタルイは昴 卜部,

地下部,葉齢について調査を行った結果,除草剤による生

表3 処理結果

KM町 :感受性雑草。
数字は個体数を表す。未 :未発生。

注 *は 1999年産種子,他は2000年産種子
KM町 :感受性雑草。

育抑制がみられなかった (表 3 4)。

4 ま  と  め

今回の検定によつて県内において新しくSU抵抗性雑草

を確認した。1998年に三浦が調査した時よりも広域的に発

生して,草種も増加していた。

県内において,コ ナギで 」町,ア メリカアゼナでH町 ,

I町,K町 ,U町 ,YU町 ,イ ヌホタルイで 0村 ,H市 ,

I町が新たに確認された。

これらの除草剤使用歴はほとんどが,同 じ除草剤を数年

使い続けている圃場や SU系成分とし工剤の 2成分の除草

剤を連用している圃場が目立っていた (表 5)た め,今後

はSU抵抗性雑草を未然に防止するために 2～ 3年毎に除

草剤のローテションを行ったり,初期剤十中期剤,非 SU

系の広葉剤を含有した除草剤や一発処理剤を使用するなど

の対策が必要であると思われた。

表5 主なsu系除草剤抵抗性雑草発生圃場除草剤使用歴

20∞年 1999年  1998年 1997年 1996年 1995年 1994年 19q3年

0村 SSF ttM③  B鍼 O BSll10 BSIv10 B馴 OB鋼OB鍼0
H市

“

M③ NMO B瓢③ BSll①

“

MO酬 O BSMO酬⑥
」町 PSE ∬MO PSE MヽO B脚 OB■ l② BSMO ―

注 BSA/1 ベンスルフロンメチツレ,ASF:ア ジムスルフ
ロン,PSE:ピ ラゾスルフロンエチル,SSF Iシクロ
スルファムロン。太字は初期剤との体系,一 :不明。

BSM① :BSM+メ フェナセット
BSM② :BSM+エスプロカルブ
BSヽl③ :BSM+ハSF■テニルクロールキシハロホップブチル

BSヽ4④ :BSMttASF十 メフェナセット+ピ リミノ′ヾ′クメチル

BSM⑤ IBSM+ベ ンチオカープ+メ フェナセット
PSE  :PSE+カ フェンストロール+シハロホップブチル

SSF :SSF十 カフェンストロール+ダイムロン
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注  *は 1999年産種子,他は2000年産種子

表4 発芽したイヌホタルイの生育状況
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